
とができ、例えば、今後の市町村の空き家対策の検

討において、具体的に実施する予防的対策の検討や、

人員配置の検討等への活用が可能である。

所有者版ツールでは、ある期間を対象に、各年に

おける「管理に要するコスト」、「管理不全化する

ことにより生じる対応コスト」、「管理不全化によ

り生じる事故等のリスク」を算出する。また、期間

累積のコストと、想定される除却コストを算出する

（図 ）。これらを比較することにより、所有者に

とって適切な管理を実施することが有利であること

や、場合によっては除却も現実的な選択肢となるこ

とを定量的に示すことが可能となる。

３．市町村等を対象としたケーススタディ

ある市町村を対象とした定量化ツールによる試算

結果を図 に示す。この例では、予防的対策を実施し

ない場合、空き家の減少が限られた数に留まっている。

一方、予防的対策を実施した場合には、一定数減少

が見られ、予防的対策の実施効果が空き家の活用・

除却に表れている。また分析結果からは、予防的対

策の効果は、比較的管理状態のよい空き家に対し、

活用・除却を後押しする性格を有すること、他方、

空家法等を含む空き家担当部署による対応等の効果

は、比較的管理状態の良くない空き家に対し、管理

状態を引き上げる性格を有することが示された。

これを踏まえ、住宅特性や人口特性等を考慮して

選択した 市町（県庁所在地、人口規模の小さい自治

体を含む）に対し、定量化ツールによる試算結果お

よび空き家対策等についてのヒアリング調査を実施

した。具体的には、定量化ツールによるコストおよ

び効果の推計結果と、普段の業務に照らした実績と

の間にどの程度の差異が生じているか、推計に必要

となる市町村の空き家対策に要するコスト単価等の

原単位データ の妥当性等について意見を伺った。

改善点として、実績値と推計値の差異が大きくな

りやすい項目の抽出、推計結果の表示のわかりやす

さ等が得られた。また評価できる点として、推計結

果が一定の妥当性を有することや、具体的な活用場

面が想定できること等が得られた。これらの意見を

整理し、定量化ツールへフィードバックする形で改

良を実施した。

４．おわりに

年度が研究の最終年度であることから、今後

は、市町村ヒアリング結果等を踏まえた修正を行っ

た上で、管理不全化を予防するために最低限必要な

管理水準および定量化ツールを含む形で、管理不全

化の予防的対策の効果の定量化手法として速やかに

取りまとめる。また、定量化ツールについては、市

町村および所有者の今後の空き家対策や管理の方針

検討等における活用に向けて、準備が整い次第、国

総研 で公開する予定である。

定量化ツールの作成にあたり必要となる、市町村

の空き家対策に要するコスト単価や、所有者の管

理に要する単価等の原単位データは、 、

年の調査により収集したものである。
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図 空き家管理コスト（所有者）推計イメージ

図 予防的対策有無別将来空き家数の推計例
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入浴中の溺水事故を低減する

ための浴槽レス浴室に関する

被験者実験
研究期間：令和３年度～令和５年度

住宅研究部 住宅生産研究室

小野 久美子 岩田 善裕 髙橋 暁

（キーワード） 在宅高齢者、溺水事故、浴槽レス浴室、バリアフリー基準

１．はじめに

近年わが国では、在宅高齢者の入浴中の溺水によ

る死亡事故が多発・増加している。溺水事故の防止

や、今後増加が見込まれる在宅介護における入浴介

助の負担軽減等への対策としても、浴室から浴槽を

無くし（浴槽レス）浴槽を使わない入浴を行うこと

でその効果が期待できる。ところが、高齢者仕様と

しての設計や安全性等の判断に適用できる技術基準

が未整備であるため、国総研では、研究課題「浴槽

レス浴室のバリアフリー基準に関する研究」におい

て、浴槽レス浴室のバリアフリー基準案と設計ガイ

ドラインの開発に取り組んでいる。令和４年度は、

浴槽レス浴室のバリアフリー基準案の検討に必要な

データの収集を目的として、浴槽レス浴室を模した

実大試験体による被験者実験の実施を中心に研究を

進めた。

２．実験実施概要および得られたデータ

本実験の概要について表に示す。具体的な実験内

容は以下の通りである。

① 浴槽レス浴室内に設置する手摺の位置・高さ等に

関する実験（実験Ａ）：入浴者及び介助者の洗い場

での移動、立ち座り時の転倒防止、入浴時の姿勢保持

のための手摺の位置と寸法に関するデータを取得した。

② 入浴に必要な浴槽レス浴室の最低限の広さに関

する実験（実験Ｂ）：歩行による入室・入浴につい

て、自立歩行または歩行介助がある場合の別で、入

浴の動作に対応できる浴槽レス浴室の寸法について、

入浴時の姿勢保持のための手摺を含めた内法寸法及

び介助者が介助動作を行うことができる長手方向の

内法寸法のデータを取得した。

③ 車いす等使用の場合の浴槽レス浴室の広さに関

する実験（実験Ｃ）：上記②（実験Ｂ）と同様に、

介助者がいるケースで車いすまたは入浴用車いす

（シャワーキャリー）を使用した際の移動や入浴の

動作に対応できる浴槽レス浴室の寸法に関するデー

タを取得した。

この他すべての実験で、被験者の介助経験に基づ

く入浴や介助の仕方の基本的な考え方等について、

実験時の発言やインタビューから機能や性能への要

求に関する定性的なデータが取得された。

表 実験概要

実施日 ：令和 年 月 日～ 日（ 日間）

実施場所：建築研究所ユニバーサルデザイン実験棟（つくば市）

被験者 ：つくば市近郊在住の ～ 代の男性 名・女性８名（い

ずれも実務または家族等の介護・入浴介助等の経験を

有する）

実験方法：実験装置（図 ）を設置し被験者による入浴動作を

計測カメラ等を用いて撮影し、距離・寸法の計測、行

動観察等を行った。 ※実験風景は（図 ）のとおり

３．今後の方針

研究実施最終年度となる次年度は、今年度の被験

者実験の結果を踏まえ、浴槽レス浴室の要求性能水準

を設定しバリアフリー基準案を作成する。また、浴

槽レス浴室の普及に向けて、新築の住宅や既存住宅

の浴室改修等に活用できる設計ガイドラインにつ

いて検討し研究の取りまとめを行う。

主任研究官
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博士 工学

図 実験風景図 実験装置

図 赤矢印から実験装置をみる；入浴

用車いすを使用する入浴者に介助者

がシャワーをかけている様子。
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